
ARI 蟻 (41) August 25th, 2020 

18 

 

 

ケブカアメイロアリ Nylanderia amia の四国における記録と近年の分布拡大について

久末遊1・辻雄介2 

1九州大学大学院生物資源環境科学府昆虫学研究室 
2高知県高知市石立町221-1-203 

 
Yu HISASUE1 & Yusuke TSUJI2: Records of Nylanderia amia (Forel) in Shikoku, with 

notes of range expansion of Japan 
 

1Entomological Laboratory, Graduate School of Bioresource and Bioenvironmental Sciences, Kyushu University, 
Motooka 744, Nishi-ku, Fukuoka-shi, 819-0395 Japan. 

2Ishidate-cho 221-1-203, Kochi-shi, 780-8038 Japan. 
1E-mail: hybrizonist@gmail.com 

 
Abstract. A tramp species, Nylanderia amia (Forel, 1913) is recognized from Ehime prefecture 
and Kochi prefecture, Shikoku. This is the first record from Ehime prefecture and the second from 
Kochi prefecture. In addition, the records of this species in the north of the Osumi Islands were 
organized, and the rapid expansion of this species in recent years is discussed. According to 
literature records, this species is likely to be imported along with baggage and plants, and from the 
expansion of distribution after 2000, it is thought that in addition to artificial imports, there is a 
possibility of dispersal due to nuptial flight and nesting in the invaded area. 

 
はじめに 

 
 

ケブカアメイロアリNylanderia amia (Forel, 1913)（以下本種）は体長2.5–3 mm ほどの褐色から黒褐色

をしたアリで，”ケブカ”の名の通り，前・中胸背板や後脚に剛毛が多数生える．本種は世界で台湾と中

国，日本のみに生息しており (Forel 1913; Wheeler 1928; Terayama 1999)，原産地は台湾と考えられている

（Terayama 1999; Williams & Lucky 2020）．本種は以前タイワンアメイロアリ（高良・東 1973）またはミ

ナミアメイロアリ（東・金城 1987）と呼ばれていたように小笠原諸島や琉球列島では古くから普通に

見られたものの（寺西 1929；高良・東 1973；進藤 1979；Yamane et al. 1994），本土部からは1990 年

代前半に鹿児島市（津田 1992; 山根ほか 1994）や広島市（緒方ほか 1994）から記録されるまで確認

されていなかった．当時本種は桜島の記録（山根ほか 1986）を除けば与那国島から悪石島まで連続的

に分布していたため（山根ほか 1999），これらの分布は人為的移入と考えられている． 
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1990 年代後半から2000 年代に入ると種子島や屋久島，口永良部島といった大隅諸島からも確認される

ようになり（大城戸ほか 1995；細石ほか 2007；原田ほか 2009b），2010 年代以降西日本の各地及び

東日本の大都市を中心に分布が確認されている（例えば 環境省自然環境局 2012；増井 2014 ほか）．本

報告では，本種の記録が乏しい四国から，愛媛県と高知県における採集記録を報告し，これまでに本種を

記録した文献を地域ごとに可能な限りまとめ，それらの情報から本種の分布拡大について考察した． 

 
材料 

 
 

本報で記録された個体は，筆者らが任意に行っている採集でそれぞれ採集した．下記に示したものは

全て乾燥標本にして九州大学農学部昆虫学教室に保管した． 

 
文献記録の扱いについて 

 
 

既知記録については，古くから本種が記録されており自然分布か人為的分布であるかが疑わしく， 

また記録数が膨大になってしまうことから奄美群島以南の記録は除き，近年分布を広げたと思われる大

隅諸島以北の島嶼部と本土部のみを扱った．分布記録は 2020 年 3 月までに出版されたものについて可

能な限り集め，これまでの記録を市区町村および緑地単位で表１にまとめた． 

 

表１．大隅諸島以北で確認されたケブカアメイロアリの記録 
 

No. 記録された都府県 市区町村 採集地 確認年 出典 注釈 

1 東京都 江戸川区 葛西臨海公園 2009 田悟（2009）  

2 〃 ― 東京港 2010 環境省自然環境局（2011） 注1 

3 〃 ― 〃 2014 環境省自然環境局（2015） 注1 

4 〃 ― 〃 2015 矢澤（2016） 注1 

5 〃 ― 〃 ― 寺山ほか（2019） 注2 

6 〃 大田区 城南島 ― Inoue et al. (2015) 注2 

7 〃 ― 〃 ― Sakamoto et al. (2019) 注2 

8 〃 ― 東海 ― Sakamoto et al. (2019) 注2 

9 〃 港区 芝浦ふ頭 2014 Sakamoto et al. (2016)  

10 〃 〃 竹芝ふ頭 2014 Sakamoto et al. (2016)  

11 〃 江東区 有明ふ頭 2014 Sakamoto et al. (2016)  

12 〃 中央区 月島ふ頭 2014 Sakamoto et al. (2016)  
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13 神奈川県 横浜市中区 本牧ふ頭 2009 環境省自然環境局（2010） 
 

14 〃 〃 〃 2010 環境省自然環境局（2011） 注1 

15 〃 〃 〃 2011 環境省自然環境局（2012） 
 

16 〃 〃 〃 2012 環境省自然環境局（2013） 
 

17 〃 〃 〃 2014 環境省自然環境局（2015） 注1 

18 〃 〃 〃 2019 本山・七里（2020） 
 

19 〃 〃 〃 ― 富岡ほか（2017） 注2 

20 〃 〃 横浜港 2013 環境省自然環境局（2014） 注1 

21 〃 〃 横浜公園 2017 本山・七里（2020） 
 

22 〃 横浜市金沢区 ― 2018 本山・七里（2020） 
 

23 〃 横浜市西区 みなとみらい 2019 本山・七里（2020） 
 

24 〃 横浜市鶴見区 大黒ふ頭 2019 本山・七里（2020） 
 

25 石川県 白山市 ― ― 富樫（2007） 注3 

26 静岡県 焼津市 ― ― 寺山（私信） 注2 

27 愛知県 名古屋市天白区 ― 2003 北廣（2011） 
 

28 〃 〃 丸田公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

29 〃 〃 植田大坪公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

30 〃 〃 植田北屋敷公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

31 〃 〃 張谷公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

32 〃 〃 八幡山公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

33 〃 〃 株田公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

34 〃 〃 上八事第3 公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

35 〃 〃 植田公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

36 〃 〃 井口公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

37 〃 〃 島田公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

38 〃 〃 なごや生物多様性センター 2018 西部・寺本（2020） 
 

39 〃 名古屋市瑞穂区 瑞穂公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

40 〃 〃 〃 2018 西部・寺本（2020） 
 

41 〃 〃 弥富公園 2018 岸本・寺本（2019） 
 

42 
 

名古屋市昭和区 興正寺公園 2018 西部・寺本（2020） 
 

43 〃 名古屋市 ― ― 横井・上手（2012） 注2 

44 〃 〃 〃 ― 横井・上手（2017） 注2 

45 〃 蒲郡市 蒲郡港 2012 環境省自然環境局（2013） 
 

46 〃 飛島村 飛島ふ頭 2017 岸本・寺本（2019） 
 

47 京都府 京都市伏見区 京都府保健環境研究所 2006 中嶋ほか（2013a） 
 

48 〃 〃 〃 ― 中嶋ほか（2013b） 注2 
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49 京都府 京都市伏見区 京都府保健環境研究所 2012 中嶋ほか（2016） 
 

50 大阪府 貝塚市 自然遊学館 1995 平峰（2000） 
 

51 〃 大阪市大正区 千鳥公園 1998 市川（1999） 注4 

52 〃 〃 〃 2008 市川（2010） 
 

53 〃 大阪市西区 土佐堀 2008 市川（2010） 
 

54 〃 大阪市淀川区 北野 2008 市川（2010） 
 

55 〃 大阪市此花区 常吉 2008 市川（2010） 
 

56 〃 〃 常吉付近 2010 環境省自然環境局（2011） 

57 〃 大阪市住之江区 咲州 2010 環境省自然環境局（2011） 

58 〃 〃 大阪南港 2009 市川（2010） 
 

59 〃 〃 〃 2010 環境省自然環境局（2011） 

60 〃 〃 〃 2011 環境省自然環境局（2012） 

61 〃 〃 〃 2018 原田ほか（2018a） 
 

62 〃 〃 大阪港 2013 環境省自然環境局（2014） 

63 〃 大阪市中央区 大阪城公園 2014 増井（2016） 
 

64 〃 泉佐野市 関西国際空港 2011 環境省自然環境局（2012） 

65 〃 〃 〃 2014 環境省自然環境局（2015） 

66 〃 ― 阪急宝塚線（電車内） 2008 市川（2010） 
 

67 〃 ― 阪南港 2011 環境省自然環境局（2012） 

68 兵庫県 神戸市中央区 ポートアイランド 2006 Sunamura et al. (2007) 
 

69 〃 〃 神戸港 2011 環境省自然環境局（2012） 

70 〃 〃 〃 2013 環境省自然環境局（2014） 

71 〃 〃 〃 2014 環境省自然環境局（2015） 

72 〃 神戸市灘区 摩耶ふ頭 2006 Sunamura et al. (2007) 
 

73 〃 〃 東灘高校 ― 田口・山下（2020） 
 

74 〃 神戸市須磨区 須磨海浜公園 2014 環境省自然環境局 (2015) 
 

75 〃 神戸市兵庫区 遠矢浜公園 2019 水野・福山（2020） 
 

76 〃 〃 兵庫突提 2019 水野・福山（2020） 
 

77 〃 芦屋市 山麓地域 2013 増井（2014） 
 

78 〃 〃 平坦市街地地域 2013 増井（2014） 
 

79 〃 〃 芦屋浜地域 2013 増井（2014） 
 

80 〃 〃 尼崎西宮芦屋港 2011 環境省自然環境局（2012） 

81 〃 尼崎市 三菱電機伊丹製作所 2016 三菱電機（2017） 
 

82 〃 東海岸町 尼崎港 2018 原田ほか（2018a） 
 

83 島根県 浜田市 瀬戸ヶ島町（漁港） 2018 辻・川野（2020） 
 

84 岡山県 笠岡市 神島外浦 2018 池田（2019） 
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85 広島県 広島市中区 平和大通り ― 緒方ほか（1994） 
 

86 〃 〃 〃 1992 頭山（1996） 
 

87 〃 広島市南区 ― 1999 Touyama et al. (2003) 
 

88 〃 〃 元宇品 2010 亀山・池永（2012） 
 

89 〃 広島市東区 光町 2000 亀山（2003） 
 

90 〃 〃 戸坂安芸大橋 2007 亀山・中村（2011） 
 

91 〃 広島市西区 福島町 2007 亀山・中村（2011） 
 

92 〃 広島市安佐南区 八木 2007 亀山・中村（2011） 
 

93 〃 廿日市 ― 2000 Miyake et al. (2002) 
 

94 山口県 ― ― ― 寺山（2009） 注3 

95 〃 岩国市 楠町 2017 辻（2018） 
 

96 〃 〃 今津町 2017 辻（2018） 
 

97 〃 〃 麻里布 2017 辻（2018） 
 

98 〃 柳井市 柳井 2017 辻（2018） 
 

99 〃 光市 中央 2017 辻（2018） 
 

100 〃 宇部市 沖宇部 2017 辻（2018） 
 

101 〃 周南市 上迫町 2016 辻（2018） 
 

102 〃 〃 港町 2017 辻（2018） 
 

103 〃 〃 晴海町 2017 辻（2018） 
 

104 〃 〃 周南市水泳場 2018 辻（2020） 
 

105 愛媛県 愛南町 御荘平城 2017 本報 
 

106 高知県 高知市 長浜 2017 本報 
 

107 〃 〃 仁井田 2017 本報 
 

108 〃 高知市 高知南港 2019 原田ほか（2019b） 
 

109 福岡県 福岡市早良区 百道中央公園 1996 Ogata et al. (1998) 
 

110 〃 〃 〃 2012 Park et al. (2014) 
 

111 〃 〃 〃 2018 Hosoishi et al. (2019) 
 

112 〃 〃 〃 2019 久末（2019a） 
 

113 〃 〃 室見中公園 2018 久末（2019a） 
 

114 〃 福岡市東区 香椎パークポート 2010 環境省自然環境局（2011） 

115 〃 〃 箱崎ふ頭 2010 環境省自然環境局（2011） 

116 〃 〃 〃 2018 久末（2019a） 
 

117 〃 〃 九州大学 2018 久末（2019a） 
 

118 〃 〃 アイランドシティ中央公園 2018 Hosoishi et al. (2019) 
 

119 〃 福岡市博多区 須崎ふ頭 2010 環境省自然環境局（2011） 

120 〃 〃 〃 2011 環境省自然環境局（2012） 
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121 福岡県 福岡市博多区 須崎ふ頭 2013 環境省自然環境局（2014） 注1 

122 〃 〃 音羽公園 2018 久末（2019a） 
 

123 〃 〃 福岡空港 2011 環境省自然環境局（2012） 
 

124 〃 〃 〃 2012 環境省自然環境局（2013） 
 

125 〃 〃 〃 2014 環境省自然環境局（2015） 
 

126 〃 〃 〃 ― 福岡市（2019） 注2 

127 〃 〃 博多港 2016 原田ほか（2017） 
 

128 〃 福岡市 〃 2014 環境省自然環境局（2015） 注1 

129 〃 福岡市中央区 大濠公園 2016 久末（2019a） 
 

130 〃 〃 警固公園 2018 久末（2019a） 
 

131 〃 〃 舞鶴公園 2018 久末（2019a） 
 

132 〃 福岡市南区 若久 2016 久末（2019a） 
 

133 〃 福岡市西区 小戸 2018 久末（2019a） 
 

134 〃 〃 能古島 2018 久末（2019a） 
 

135 〃 福岡市城南区 鳥飼 2018 久末（2019a） 
 

136 〃 北九州市 北九州港門司・小倉地区 2010 環境省自然環境局（2011） 
 

137 〃 〃 〃 2011 環境省自然環境局（2012） 
 

138 〃 〃 北九州港戸畑・小倉地区 2010 環境省自然環境局（2011） 
 

139 〃 〃 〃 2011 環境省自然環境局（2012） 
 

140 〃 〃 日明ふ頭 2010 環境省自然環境局（2011） 
 

141 〃 北九州市若松区 響灘緑地 2016 久末（2019a） 
 

142 〃 春日市 春日神社 2015 久末（2019a） 
 

143 〃 大野城市 瓦田牛頸川 2015 久末（2019a） 
 

144 〃 〃 大野城駅 2018 久末（2019a） 
 

145 長崎県 佐世保市 佐世保港 2012 環境省自然環境局（2013） 
 

146 〃 〃 〃 2013 環境省自然環境局（2014） 
 

147 〃 〃 〃 2016 原田ほか（2017） 
 

148 〃 長崎市 長崎港 2016 原田ほか（2017） 
 

149 宮崎県 小林市 猪子谷 1996 山根ほか（2018） 
 

150 〃 〃 富吉神社 1996 山根ほか（2018） 
 

151 〃 宮崎市 佐土原町上田島 2006 那須（2008） 
 

152 〃 〃 大塚町 2008 那須（2008） 
 

153 〃 〃 大塚 2008 山根ほか（2018） 
 

154 〃 都城市 宮崎県木材利用技術センター 2009 藤本（2010） 
 

155 鹿児島県 鹿児島市 甲突川 1991 津田（1992） 
 

156 〃 〃 七ツ島公園 1999 Iwata et al. (2005) 
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157 鹿児島県 鹿児島市 鹿児島大学 2003 Eguchi (2004) 
 

158 〃 〃 〃 2008 福元（2009） 
 

159 〃 〃 錦江湾公園 2009 原田ほか（2010） 
 

160 〃 〃 串木野港 2012 原田ほか（2013） 
 

161 〃 〃 鹿児島港 2012 原田ほか（2013） 
 

162 〃 〃 谷山港 2012 原田ほか（2013） 
 

163 〃 〃 春山町 2015 山根（2019） 
 

164 〃 〃 桜島 1985 山根ほか（1986） 
 

165 〃 〃 〃 ― 原田・山根（1994） 注2 

166 〃 〃 〃 1993 山根ほか（2010） 
 

167 〃 〃 〃 2016 藤田ほか（2017） 
 

168 〃 〃 神造島 2012 金井ほか（2013） 
 

169 〃 〃 ― 1991 山根ほか（1994） 
 

170 〃 〃 ― 2007 Shimana & Yamane (2009) 注5 

171 〃 鹿屋市 鹿児島県農業開発総合センター 1998 Suenaga (2017) 
 

172 〃 指宿市 山川港 2012 原田ほか（2013） 
 

173 〃 〃 湯の浜 2019 山根ほか（2019） 
 

174 〃 枕崎市 枕崎港 2012 原田ほか（2013） 
 

175 〃 薩摩川内市 上甑島 2019 原田ほか（2019a） 
 

176 〃 〃 中甑島 2019 原田ほか（2019a） 
 

177 〃 〃 下甑島 2019 原田ほか（2019a） 
 

178 〃 ― ― 2007 Shimana & Yamane (2009) 注5 

179 鹿児島県（大隅諸島） 屋久島町 屋久島 ― Terayama (1999) 注2 

180 〃 〃 〃 2004 細石ほか（2007） 
 

181 〃 〃 〃 2008 原田ほか（2009a） 
 

182 〃 〃 口永良部島 ― 大城戸ほか（1995） 注2 

183 〃 西之表市 種子島 2007 原田ほか（2009b） 
 

184 〃 三島村 硫黄島 ― 山根・福元（2017） 注2 

185 〃 〃 〃 2018 原田ほか（2018b） 
 

186 〃 〃 黒島 2018 原田ほか（2018b） 
 

187 〃 〃 竹島 2018 原田ほか（2018b） 
 

188 ― ― ― ― 頭山・伊藤（2013） 注6 

注1: ふ頭毎の区別なし．注2: 確認年の記載なし．注3: 確認年・確認地の記載なし．注4:  報告中ではヒゲナガアメイロアリとして記録．

注5: 確認地の記載なし．注6: 広島県・福岡県の区別なし． 
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結果 
 
 

採集記録 

5w (workers) (図1), 愛媛県南宇和郡愛南町御荘平城 (32.9602°N, 132.5636°E), 20. IX. 2017, 久末採

集; 4w, 高知県高知市仁井田 (33.5147°N, 133.5862°E), 12. VIII. 2017, 辻採集; 6w, 同日,  高知県高知市長

浜 (33.4941°N, 133.5516°E), 辻採集. 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1．四国で得られたケブカアメイロアリ 
 
 

愛媛県の個体は，愛南町の中心部に建つホテルの駐車場のアスファルトの上を歩き回っていた．十分

な観察の時間を得られなかったため巣穴は確認できなかったが，複数個体が行列をつくり，その中に

は在来種のウメマツオオアリCamponotus vitiosus の死骸を運んでいる個体も見られた．採集地付近で

はウメマツオオアリの他に，オオズアリPheidole noda，アミメアリPristomyrmex punctatus，トビイロ

ケアリLasius japonicus の生息が確認された． 

高知県では高知市内から2 産地を確認した．仁井田では，沿岸部の埋立地で，建物の壁に沿って歩 

行していた個体を採集した．視界に入るのは1, 2 個体ほどで，個体数はそれほど多くなかった．同所

的にはトビイロシワアリTetramorium tsushimae のみを確認できた．長浜では，農業用ビニールハウス

のそばで，砂地に置かれたブロックの下に営巣をしていた．女王は確認できていないが，雄は複数個体

確認できた．本地域に同様の環境は多く存在するが，ほとんどの場所でインドオオズアリPheidole 

indica が優占しており，本種を確認できたのは当地のみであった． 
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大隅諸島以北における本種の分布状況と確認地点数の推移 

図2 に，文献調査から判明した本種の分布状況を2000 年まで，2001–2010 年，2011–2020 年の三年代

に分けて異なる濃さで示した．これより，それぞれ 2000 年までに 5 府県，2001 年から 2010 年までに

8 都県，2011 年から2020 年までに5 県で初めて分布が確認されたことが分かる．また，図3 に 大隅諸

島以北において確認年が判明している本種の累積の確認地点数を一年ごとに示した．これより， 本種が

延べ169 地点で確認されていることが明らかになった． 

 

 
 

 
 

図 2．大隅諸島以北における分布状況．最初に発見された年代ごとに色分けした．右下は鹿児島県

の島嶼部のみの分布． 
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図3．大隅諸島以北におけるケブカアメイロアリの分布拡大状況 

 
 

考察 
 
 

表1 より，本種は2017 年には四国に生息していたことが明らかとなった．愛媛県では，2017 年にお

こなわれたモニタリング調査において発見されておらず（久末ほか 2019），侵入の初期段階である可能

性がある．高知県からは，2019 年にも本報とは別の場所から発見されたことから（原田ほか 2019），徐々

に分布を拡大しているようである．西南四国や他の瀬戸内地域での近年の分布から（図 2），今後香川県

と徳島県からも確認される可能性は高い． 

本種が確認された都道府県でのそれぞれの分布状況を見ると，温暖な西日本での記録が多く，南方

の九州をはじめ，大阪府や京都府といった大都市，岡山県や広島県といった地方都市から確認されている

（図 2）．東日本において本種が得られている地域は，東京都や神奈川県，静岡県や愛知県など人口が多

く，人や物の行き来が盛んな地域や太平洋岸がほとんどである．同様の分布はイソアシナガアリ 

Aphaenogaster osimensis やインドオオズアリ，アワテコヌカアリ Tapinoma melanocephalum など他のい

くつかの南方系種や放浪種にも見られ（Antmaps 2020），特に南方系の種にとって分布を広げやすい

地域のようだ．また，平峰（2000）による採集記録では，本種は施設内に植樹されたデイゴの木より

得られており，明らかに人為的移入であると述べられている．平峰（2000）の採集記録は1995 年 
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であり，当時の本種の分布状況から自然分布であるとは考えにくい．上記の例や動植物園内での発見 

（坂田 2009），大阪府の電車内で本種が発見された例からも（市川 2010），本種が人や物の移動に伴

って分布を加速的に拡大させたことは想像に容易い．他に注目すべきは石川県における分布で（富樫

2007），東日本で唯一日本海側から記録されている．動植物園や温室ではない野外環境でのこの飛び

地的な分布は，上記の南方系種および放浪種の分布パターンとは異なる．しかし近年，南方系と思われ

ていたミゾガシラアリLordomyrmaazumai が石川県や秋田県といった日本海側から立て続けに記録さ

れており（久末 2019a；大河原 2019），暖かい地域に多いこれらのアリの日本海側での分布に関して

知見の集積が望まれる． 

島嶼部では，大林（2016）が沖縄島から小笠原諸島に持ち込まれたマンゴーの苗に本種が含まれてい

たことを報告しており，物資に紛れて容易に他島へ移入されることが示された．鹿児島県では，1980年代ま

での本種の分布域から外れて 1985 年に桜島から得られており（山根ほか 1986），その時期から本種の

分布拡大は始まっていたのかもしれないが他地域での調査が不足しており，議論するだけの知見に欠け

ている．大隅諸島においては，鹿児島本土での都市部を中心とした分布拡大とは別に，北上と考えられる

分布拡大が確認されている．最も大きな屋久島とその隣の種子島では，1990 年代までは確認されてい

なかったが（寺山・山根 1984；Yamane et al. 1985），2000 年代以降の調査ではしばしば記録されており

（細石ほか 2007；原田ほか 2009a, b），現在では定着していると考えて良いだろう．その北に位置する

竹島，硫黄島および黒島では，2013 年までは確認されていなかったようであるが（Ikudome & Yamane 

2007, 2009; Yamane & Ikudome 2008），山根・福元（2017）と原田ほか（2018）が本種を報告しており，

以後数年のうちに侵入したようである．鹿児島県の属島では，甑島列島において1990 年代までは発見さ

れていなかったが（原田 1997, 2000），2019 年に初めて確認され（原田ほか 2019b），こちらも2000 年

代以降の侵入が窺える．九州でもより北部に位置する五島列島では2019年の段階で未だ発見されていな

い（原田ほか 2019a）． 

次に日本各地における本種の確認地点数の推移を見ると，2007 年以降急速に確認地点が増加して 

いることがわかり（図3），その数は1985 年から2006 年までの21 年間と比べ，その後の14 年間で7

倍以上の増加となった．この点は特に放浪種で外来種であるアワテコヌカアリと似ており（Antmaps 

2020），本種が他の外来種と同様のパターンで分布を拡大させている可能性が示唆される．この10 年で

本種が既に広く分布していた琉球列島から本土部への移入が増加し，また本土部で侵入・定着した地域

を拠点とし，人や物の移動に伴って他の地域へ分布を拡大したことが考えられる． 

都市部や港湾部のみならず内陸部の郊外にまで分布を広げている大阪府や福岡県で羽アリが採集

されていること（市川 2010；久末 2019a），温暖で多数の外来アリが侵入している鹿児島県では近年

内陸部で採集されていることからも（山根ほか 2010;  山根 2018），定着した地域においては侵入後結 
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婚飛行によって周辺へ自然的に分布を拡大していることが考えられる．古くから分布が確認されてい

る琉球列島においては，民家周辺で普通に見られるだけでなく樹林内でもよく得られるが（下野・山根 

2003；中村ほか 2016；山根 2016），琉球列島における本種の分布が人為的か自然分布であるかは現在

のところ判断できる材料が不足している．図3 に示した近年の急速な本種の分布拡大には，国外や本

種が古くから生息する南西諸島との交流に加え，本土部における本種が侵入した地域と未侵入域の間の

人や物の交流や，侵入後の本種の自然な分布拡大が影響している可能性が考えられる． 

本種に関しては，現在のところ在来アリへの影響は確認されていない (Williams & Lucky 2020)．し

かし，辻（2016）が挙げた侵略アリの特徴の内，攪乱地を好むこと（下野・山根 2004；増井 2014），

様々な環境に営巣すること（山根ほか 1994；寺山ほか 2014），糖分を供給する生物に随伴すること

など（高良・東 1967；富樫 2007；木村 2019），他の侵略的外来種にも見られる特徴を併せ持つ．本

種と形態や生息環境が酷似したNylanderia bourbonica (Forel, 1886) が人間の移動に伴って世界中に分布

を広げた放浪種で在来生態系への影響が知られていることからも (Wilson & Taylor 1967; Klotz et al. 

1995; Wetterer 1998)，本種の動態には注意し，今後も観察を継続してゆくべきであろう．また，本種は隠

蔽種を含むことが示唆されており（山根 2016），本報告における分布域は厳密な一種の分布ではない可

能性があることを留意しておきたい． 
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